令和３年８回瑞浪市農業委員会総会議事録

	開催日時
	令和３年８月３０日（月）
午後　２時００分　開会　　　
午後　３時００分　閉会

	開催場所
	瑞浪市役所　４階　全員協議会室

	議　　長
	永井　恒　会長　　　

	出席委員

（２１名）

	委員
	鵜　飼　重　光
	水　野　安　喜

	
	
	渡　邉　美　孝
	永　井　　　恒

	
	
	大　山　理　晴
	勝　股　増　夫

	
	
	伊　藤　征　史
	鈴　木　録　郎

	
	
	奥　村　正　子
	足　立　正　之

	
	
	日比野　由美子
	土　屋　敏　子

	
	
	
	

	
	農地利用最適化推進委員
	岩　嶋　貞　夫
	加　納　富　雄

	
	
	伊　藤　道　子
	勝　股　重　雄

	
	
	三　輪　徳　夫
	板　橋　仁　晃

	
	
	櫻　井　公　紀
	有　我　俊　春

	
	
	渡　邉　俊　美
	

	欠席委員
（２名）
	
	板　橋　茂　晴
	安　田　清　和

	
	
	
	

	事務局
	事務局長　市　原　　憲　

局長補佐　水　野　義　康
主　　事　日比野　有　真
事務職員　大　竹　喜　彦


	付議事項
議第１号　　農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地
　　　　　　利用集積計画（案）について
議第２号　　農地法第３条の規定による許可申請について
議第３号　　農地法第５条の規定による許可申請について
議第４号　　土地現況確認申請について
付議の内容については別紙のとおり


	会　長

	（挨拶）　
　それではただ今から、令和３年第８回瑞浪市農業委員会総会を開会いたします。瑞浪市農業委員会の会議規則第３条の規定により、議長は会長が務めることになっておりますので、私が議長の職を務めさせていただきます。

本日、安田清和委員、板橋茂晴委員から欠席する旨の通告がありましたので、報告したします。従いまして、本日の出席委員は、農業委員
１２名、推進委員９名でありますので、農業委員会等に関する法律第
２７条第３項の定足数であります過半数に達しており、総会は成立いたしました。

　それでは、議事日程に従って進めてまいりますので、委員各位のご協力をお願いいたします。

	議　長
	　日程第１、議事録署名委員の指名について、これを議長から指名させていただくことにご異議はありませんか。

	委　員
	（異議なしの声）

	議　長
	　それでは異議ないものと認め、議事録署名委員は、鈴木録郎委員と板橋仁晃委員の２名を指名いたします。　　

なお、本日の議事録書記は、事務局を指名いたします。

	議　長
	それでは日程第２に入ります。
議第１号「農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地利用集積計画（案）について」を議題といたします。
農林課より説明をお願いします。

	水野
局長補佐
	それでは、　議第１号　基盤強化法第18条の規定による農用地利用集積計画案について、ご説明申し上げます。

議案の２ページをお願いします。
申請番号３７番は、稲津町小里字杉本、該当地の一部の畑を、借受人　に、令和３年９月１日から５年間、使用貸借権を設定するものです。

こちらは新規設定になります。

場所は、４ページをご覧ください。この地図は、稲津町小里地区で、申請地は、ＪＡとうと稲津支店の近くに位置しております。
また、このあとの第２号議案でも第３条申請がありますので、審議をお願いしたいと思います。
続きまして、申請番号３８番は、明世町月吉字佃、該当地の一部の田を、借受人に、令和３年９月１日から５年間、使用貸借権を設定するものです。

こちらは更新になります。
場所は、５ページ、化石博物館の前を通って、トンネルを抜けたあたりになります。
続きまして、申請番号３９番は、釜戸町字川原の田を、借受人に、令和３年９月１日から令和４年１２月末まで、使用貸借権を設定するものです。

こちらは、新規設定になります。

場所は６ページ、釜戸町上平地区、釜戸郵便局の近くに位置しております。
　この借受人は、若手で、瑞浪市内で就農を目指している方です。
以上、議第１号　農用地利用集積計画案についての説明とさせていただきます。
ご審議の程よろしくお願いいたします。

	議　長
	では、これより議第１号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	委　員
	（質疑、意見無し）

	議　長
	別段ないようですので、お諮りいたします

議第１号「農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地利用集積計画（案）について」、計画案を決定することに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	（全員挙手）

	議　長
	全員賛成ですので、議第１号は、計画案のとおり決定いたします。
次に、議第２号「農地法第３条の規定による許可申請について」を議題といたします。

奥村正子委員、説明をお願いします。

	奥村委員
	去る８月２３日に、勝股増夫委員、勝股重雄委員、水野事務局長補佐、日比野主事、私の５名で現地確認をいたしました。
議第２号　農地法第３条の規定による許可申請につきましては、１件であります。

内容といたしましては、田が２筆、畑が１筆で、合計面積1,045㎡であります。
詳細については、事務局より説明を求めます。

	日比野主事
	それでは、議第２号　農地法第３条の規定による、許可申請について、ご説明申し上げます。
今月は１件の申請がありました。
では、議案集の８ページをご覧ください。川を挟んだ３筆が申請地になります。
申請者は、先ほどの議題１号にて、利用権設定の申請をしております。地図上では、川の北側にあります１００９番の５の、すぐ北側に利用権設定する畑があります。
（議案書の内容を説明）
申請地は、ＪＡとうと稲津支店のすぐ南側に位置しております。
本申請は、譲渡人は高齢で後継者がいないため、隣接する農地を所有する譲受人が取得し、農業経営の規模拡大を図るよう申請するものであります。
議第１号の利用権設定の面積と合わせて、取得後における耕作の事業に供すべき農地の面積は２，０１９㎡で、法第３条における最低経営面積２,０００㎡に達しており、許可に対する問題はないものと考えます。
以上、議第２号　農地法第３条の規定による、許可申請に係るご説明とさせていただきます。
ご審議の程、よろしくお願いいたします。

	議　長
	では、これより議第２号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	委　員
	（質疑、意見無し）

	議　長
	別段ないようですので、お諮りいたします。
議第２号「農地法第３条の規定による許可申請について」、申請のとおり許可することに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	（全員挙手）

	議　長
	全員賛成ですので、議第２号は申請のとおり許可することに決定いたします。
次に、議第３号「農地法第５条の規定による許可申請について」を議題といたします。
奥村委員、説明をお願いします。

	奥村委員
	議第３号　農地法第５条の規定による許可申請につきましては、５件であります。

内容といたしましては、田が７筆、畑が１８筆で、合計面積9,275.82㎡であります。
詳細については、事務局より説明を求めます。

	日比野主事
	　それでは、議第３号　農地法第５条の規定による許可申請について、ご説明申し上げます。
今月は５件の申請がありました。
大変恐縮ですが、一点、議案の修正をお願いします。議案集の１１ページをご覧ください。申請番号５－５２番、ページの中ほどにあります住所欄で、渡人の住所が途切れておりますので、修正をお願いします。
それでは、議題に戻ります。５－１３番、議案集の１３ページから
１５ページをご覧ください。
こちらは、明世町月吉の太陽光発電施設への転用申請です。令和３年２月の農業委員会総会で、一度、審議していただき、許可相当として県知事へ進達を行ったものになります。しかし、都市計画課での開発協議が長引き、転用許可が出せないままになっておりました。
その開発協議の審議中に、転用面積が一部変更されたため、再度、総会にて審議していただくこととなりました。
変更箇所ですが、北西部の一部が除外され、面積が減少しております。除外された箇所は、もともと駐車場兼資材置場の予定地でしたが、土地造成の費用が高額になるため、除外したとのことです。
１５ページには、太陽光パネルの設置個所の図面が載せてあります。
（議案書の内容を説明　５－１３番）
申請地は、明世町月吉地区に位置しております。
周辺の状況は、赤道、宅地及び農地に囲まれているため、隣地承諾書の提出を受けております。
当該申請は、譲受人が太陽光発電施設を設置するよう申請するものであります。
当該申請地は、中山間地域に存在する農業公共施設の対象となっていない小集団の生産性の低いその他の第２種農地であることから、転用はやむを得ないものと考えます。
続きまして、１６ページ、１７ページをご覧ください。
（議案書の内容を説明　５－５２番）
申請地は、市営住宅大法原団地の南西部に位置しております。
周辺の状況は、公衆用道路、及び宅地に囲まれていますので、周辺農地への影響はありません。
当該申請は、譲受人の家族が増え、アパートが手狭となったため、戸建て住宅を建築するよう申請するものであります。
当該申請地は、都市計画用途区域の第１種住居地域に存在する第３種農地でありますので、転用に対する問題はないものと考えます。
続きまして、１８ページ、１９ページをご覧ください。
（議案書の内容を説明　５－５３番）
申請地は、十六銀行から南方向２００ｍほどに位置しております。
周辺の状況は、公衆用道路、及び宅地に囲まれていますので、周辺農地への影響はありません。
当該申請は、譲受人の家族が増え、アパートが手狭となったため、戸建て住宅を建築するよう申請するものであります。
当該申請地は、都市計画用途区域の第１種住居地域に存在する第３種農地でありますので、転用に対する問題はないものと考えます。
続きまして、２０ページ、２１ページをご覧ください。
（議案書の内容を説明　５－５４番）
申請地は、土岐町の下沢公民館から南へ３００ｍのところに位置しております。
周辺の状況は、公衆用道路及び水路に囲まれていますので、周辺農地への影響はありません。
当該申請は、譲受人が取得したのち、地元法人に資材置き場として賃貸をするものであります。
申請にあたっては、賃貸借契約の履行を担保するため、土地賃貸契約書（案）の提出を受けております。
また、申請地は、平成１０年頃から造成されておりましたので、始末書の提出を受けております。
当該申請地は、中山間地域に存在する農業公共施設の対象となっていない小集団の生産性の低いその他の第２種農地であることから、転用はやむを得ないものと考えます。
続きまして、２２ページ、２３ページをご覧ください。
（議案書の内容を説明　５－５５番）
申請地は須野志町に位置しており、浄化センターの東側になります。
周辺の状況は、宅地、公衆用道路、及び農地に囲まれていますので、隣地承諾書の提出を受けております。
当該申請は、譲受人が申請地を取得し、宅地分譲の用に供するものであります。
当該申請地は、都市計画用途区域の第１種住居地域に存在する第３種農地でありますので、転用に対する問題はないものと考えます。
以上、議第３号　農地法第５条の規定による許可申請に係るご説明とさせていただきます。
ご審議の程、よろしくお願いいたします。

	議　長
	では、これより議第３号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	大山委員
	　５－１３番、月吉の太陽光発電についてです。
　譲受人の会社は、どんな会社でしょうか。概要を教えてください。

	日比野主事
	　転用申請の際に、法人登記簿及び定款の写しを提出してもらっています。
　それによると、ビル総合管理業、総合警備保障業。それから今回の太陽光発電にもありますように発電事業を行っています。

	大山委員
	　地権者が１２人いますが、取りまとめ役のような方はいますか。

	水野
局長補佐
	　取りまとめ役というか、１０ページの３人目が来庁されて、全体像についてお話したことはあります。

	勝股委員
	　２月の総会で、５－１３、５－１４、５－１５、５－１６と隣接する４件の太陽光発電施設について審議していますが、この４件は、どれもまだ、開発承認がおりていないということでいいですか。

	水野
局長補佐
	　はい、まだ開発協議中で承認はおりていません。

	議　長
	　他には。

	委　員
	（質疑、意見無し）

	議　長
	ないようですので、お諮りいたします

議第３号「農地法第５条の規定による許可申請について」、申請のとおり許可相当とすることに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	（全員挙手）

	議　長
	全員賛成ですので、議第３号は、申請のとおり許可が相当であるとの意見書を添えて、岐阜県知事に対して進達することに決定します。

次に、議第４号「土地現況確認申請について」を議題といたします。
奥村委員、説明をお願いします。

	奥村委員
	議第４号　土地現況確認申請につきましては、１件であります。

内容といたしましては、畑が１筆で、面積158㎡であります。
詳細については、事務局より説明を求めます。

	水野
局長補佐
	それでは、議第４号　土地現況確認申請について、ご説明申し上げます。
議案集の２４ページから２７ページをお願いします。
まず、土地現況確認申請の制度について、簡単に説明をさせていただきます。
別にお配りしました、土地現況確認申請について（追加資料）をご覧ください。
土地現況確認申請は、いわゆる非農地証明といわれ、①農地転用許可を受けた場合　②農地転用許可を受けていない場合　の２つがあります。
①農地転用許可を受けた場合は、転用許可を受けて転用事業を行い完了したが、転用許可書を紛失してしまって手元にない、こういったときに法務局で地目変更登記をするためにと、土地現況確認申請が提出されます。この場合は、既に許可を受けている案件ですので、ごく簡単に、スムーズに証明が出せます。　
②農地転用許可を受けていない場合、いわゆる無断転用の場合です。
現況が農地ではない土地で、
㋐現況が農地でなくなってから、２０年を経過していること　
㋑災害により農地でなくなったものであり、相当程度費用を投じても農地として復元することが困難であること　
のいずれかを満たす場合に限られます。
赤い線が引いてある部分になりますが、さらに、現況が宅地であるものについては、家屋に係る登記事項証明書、課税証明その他農業委員会以外の公的機関が発行する証明書等により、現況が農地でなくなった事実及びその時期について証明できる場合に限られます。こちらもこの証明書により、法務局での地目変更、農地から宅地への地目変更登記を行うことになります。
それでは、今回の申請です。
（議案書の内容を説明　土地－１番）
申請地は、稲津町萩原大牧地区、広池学園の入口近くに位置しています。
こちらは、②農地転用許可を受けていない場合の方になります。
昭和３６年に２階建ての居宅を建築しており、そのことは税務課の課税資料から確認できますので、２０年以上前に居宅があったという条件は満たしております。
ただ、問題はこの居宅、令和３年６月２８日に解体されており、現在はもう存在しないということです。２６ページ、上の写真が解体前で中央に家が写っており、下が解体後で中央の家はありません。また、２７ページはその滅失証明書です。
家屋が解体されていて存在しない場合、土地現況確認ができるかどうかについて、東濃農林事務所の農転担当者に相談し、また東農農林事務所から県庁の農村振興課にも確認してもらいました。
現在、家屋が存在しないので、承認するのは難しいのではないかとか、２０年以上前から家屋があったことは事実であり現在も更地の状態であるので、承認してもいいのではないかとか、県の方も色々な意見が出でました。
実際に私もこのしゃべっている原稿を、証明できるという内容で作ったり、証明できないという内容で作ったり、両方、作成しました。
最終的に、許可権者の県からは、そのような土地現況確認が市から提出されれば、承認する方向で考えていると回答がありました。
理由は、本来なら家屋があってそれをもって承認するものであるが、①家屋を解体してから２ヶ月と短いため、現実的に公的機関が発行する証明書がないこと、②本人から、土地の現況は家屋を解体してから変わっていないとの申し出があること、③８月５日に事務局職員が、８月
２３日には農業委員会委員で現地確認調査を行っているが、その際に現地には農地性がないこと、また草が伸びており、最近に土地をかまった、耕作した形跡がないと確認できることが理由です。
従って、瑞浪市農業委員会として、現況が農地でなくなってから２０年を経過しており、家屋解体後も引き続き農地性がないこと、最終的な許可権者である県が承認を考えていることから、この土地現況確認を承認することに問題はないと考えます。
以上、議第４号　土地現況確認申請に係るご説明とさせていただきます。
ご審議の程、よろしくお願いいたします。

	議　長
	では、これより議第４号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	委　員
	（質疑、意見無し）

	議　長
	別段ないようですので、お諮りいたします

議第４号「土地現況確認申請について」、申請のとおり相違ない旨の意見をすることに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	（全員挙手）

	議　長
	全員賛成ですので、議第４号は、申請のとおり相違ない旨の意見を添えて岐阜県知事に進達することに決定いたします。
それでは以上をもちまして、令和３年第８回瑞浪市農業委員会総会を閉会いたします。


以上、事務局が作成した議事録は正確であることを認め、議事録署名委員は下記のとおり署名、押印する。

令和　　年　　月　　日

・議　　長　　

・委　　員　　

・委　　員　　
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